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†
国
際
協
力
機
構
（Japan Inter-

national Cooperation Agency

＝JICA

）が
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
。

†
本
書
で
は
、「
前
１
２
０
０
〜
４

０
０
年
」
と
し
た
場
合
、「
〜
４

０
０
年
」
は
「
前
４
０
０
年
」
を

示
す
。
紀
元
前
／
後
に
ま
た
が
る

場
合
に
は
「
前
１
２
０
０
〜
後
４

０
０
年
頃
」
と
表
記
す
る
。
な
お

「
紀
元
」
は
各
項
初
出
の
み
記
す
。

†
オ
ア
ハ
カ
地
域
は
、
現
在
の
メ

キ
シ
コ
南
部
に
位
置
す
る
。
大
部

分
は
高
地
で
山
々
に
か
こ
ま
れ
た

複
雑
な
地
形
を
呈
し
て
い
る
。
メ

キ
シ
コ
湾
岸
と
太
平
洋
岸
を
結
ぶ

重
要
な
回
廊
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
テ
ワ
ン
テ
ペ
ッ
ク
地
峡
が
あ
る
。

サ
ポ
テ
カ
や
ミ
シ
ュ
テ
カ
を
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
言
語
集
団
が
現
在
も

住
ん
で
い
る
。

†
マ
ヤ
地
域
は
、
現
在
の
メ
キ
シ

コ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
か
ら
南
に
ベ

リ
ー
ズ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
そ
し
て

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
の
西
部
に
ま
た
が
る
地
域
を
さ

す
。
地
理
的
に
は
大
き
く
、
マ
ヤ

低
地
北
部
、マ
ヤ
低
地
南
部
、マ
ヤ

高
地
（
マ
ヤ
南
部
）
に
分
か
れ
る
。

ユ
カ
テ
コ
、
キ
チ
ェ
、
カ
ク
チ
ケ

ル
な
ど
マ
ヤ
諸
語
を
話
す
人
々
が

現
在
も
住
ん
で
い
る
。

01
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
と
は

野
球
少
年
だ
っ
た
私
は
、
高
校
生
最
後
と
な
っ
た
夏
の
試
合
中
に
「
自
分
は
、
将
来
、
何
者
に
な
り
た
い
の
か
」

と
自
問
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
の
頭
の
中
に
は
、
小
学
生
の
頃
に
テ
レ
ビ
番
組
で
み
て
、
あ
こ
が
れ
て
い
た

中
南
米
の
古
代
文
明
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
考
古
学
を
学
ぼ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
数
年
後
、
私
は
、
J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊†
の
試
験
に
合
格
し
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
考
古
学
の
道
に
本
格
的
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
も

と
も
と
異
文
化
に
興
味
の
あ
っ
た
私
は
、
現
地
の
人
々
と
暮
ら
し
、
野
外
で
調
査
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

し
だ
い
に
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
の
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
は
、
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
栄
え
た
ア
ン
デ
ス
文
明
と
な
ら
び
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
代
表
す
る

古
代
文
明
で
す
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
「
メ
ソ
」
は
「
中
間
」
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ

カ
の
中
間
、
現
在
の
国
名
で
い
う
と
、
メ
キ
シ
コ
の
北
部
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ベ
リ
ー
ズ
、
そ
し
て
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
西
部
に
ま
た
が
る
地
域
を
さ
し
ま
す
。

こ
の
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
で
は
、
紀
元
前
1
8
0
0
年
頃
か
ら
ス
ペ
イ
ン
人
が
入
植
を
開
始
す
る
16
世
紀
初
頭
ま
で
に
、

い
く
つ
か
の
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
明
が
興
亡
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
メ
キ
シ
コ
湾
岸
に
栄
え
た
オ
ル
メ
カ
（
前

1
2
0
0
〜
4
0
0
年†
頃
）、
オ
ア
ハ
カ
地
域†
に
興
っ
た
サ
ポ
テ
カ
や
ミ
シ
ュ
テ
カ
（
前
5
0
0
年
〜
後
16
世
紀
頃
）、
マ

ヤ
地
域†
で
隆
盛
を
き
わ
め
た
マ
ヤ
（
前
1
0
0
0
年
〜
後
16
世
紀
頃
）、
そ
れ
か
ら
メ
キ
シ
コ
中
央
高
原
に
は
メ
ソ
ア

メ
リ
カ
最
大
の
都
市
国
家
と
さ
れ
る
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
（
前
1
0
0
〜
後
6
0
0
年
頃
）
や
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
最
後
の
王

国
と
さ
れ
る
ア
ス
テ
カ
（
後
1
3
0
0
年
〜
16
世
紀
頃
）
な
ど
が
栄
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
諸
文
明
の
総
体
を
「
メ
ソ

ア
メ
リ
カ
文
明
」
と
呼
び
ま
す
。

メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
の
特
徴
を
あ
え
て
一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、「
豊
か
な
多
様
性
」
で
す
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ

文
明
が
栄
え
た
地
理
的
範
囲
は
自
然
環
境
が
多
様
で
、
異
な
る
自
然
環
境
に
適
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
が
展
開
し

ま
し
た
。
噴
火
、
地
震
、
大
雨
、
干
ば
つ
な
ど
の
自
然
現
象
も
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
全
域
を

政
治
的
に
統
一
す
る
よ
う
な
国
家
や
王
朝
、
そ
し
て
共
通
す
る
文
字
（
言
語
）
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ラ

ク
ダ
科
動
物
や
馬
の
よ
う
な
大
型
の
家
畜
が
存
在
せ
ず
、
移
動
は
基
本
的
に
徒
歩
で
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

広
範
囲
の
交
易
網
が
発
達
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
多
様
な
自
然
環
境
の
中
で
多
様
な
国
家
や
王

朝
が
各
地
に
存
在
し
、
多
様
な
言
語
が
飛
び
交
う
文
明
で
し
た
。
異
文
化
交
流
や
多
言
語
社
会
は
、
何
も
い
ま
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
で
は
、
青
銅
器
や
鉄
器
と
い
っ
た
金
属
器
が
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
石
器
が
主
要
な
利

器
と
し
て
使
用
さ
れ
つ
づ
け
た
点
も
特
筆
に
値
し
ま
す
。
こ
れ
は
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
み
て
い
く
よ
う
に
、
自
然
環
境
と
融
和
し
た
世
界
観
と
農
耕
技
術
を
発
達
さ
せ
、
高
度
な
建

築
技
術
を
駆
使
し
て
都
市
を
造
り
、
複
雑
な
文
字
や
暦
の
体
系
を
使
っ
て
記
念
碑
を
残
し
ま
し
た
。
メ
ソ
ア
メ
リ
カ

文
明
を
創
り
、
支
え
た
人
々
は
、
便
利
さ
や
効
率
ば
か
り
を
求
め
が
ち
な
現
代
の
私
た
ち
と
は
異
な
る
考
え
に
も
と

づ
い
て
生
き
て
い
た
の
で
す
。

本
書
で
は
、
こ
う
し
た
世
界
的
に
み
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
ま
す
。



7 67 6

メソアメリカ文明が栄えたのは、メキシコ北部からグアテマラ、ベリーズ、そしてエルサルバ
ドル、ホンジュラスの西半分にかけての約100万km2（日本の国土面積の約3倍に相当）にわ
たる。時期は大きく、石期、古期、先古典期、古典期、後古典期に分けられる（縄文時代草創
期・早期から室町時代に相当）。

メソアメリカの遺跡と時期区分01

時期区分	

チチェン・イツァ遺跡の	エル・カスティーヨ	

遺跡地図	



9 8

02
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
多
様
な
自
然
環
境

メ
ソ
ア
メ
リ
カ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
と
南
ア
メ
リ
カ
を
つ
な
ぐ
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
細
長
い
中
央
部
に
位
置
し
、
南

を
太
平
洋
、
北
を
メ
キ
シ
コ
湾
と
カ
リ
ブ
海
に
か
こ
ま
れ
た
地
域
で
す
。

太
平
洋
岸
側
に
は
日
本
列
島
も
そ
の
一
部
を
な
す
環
太
平
洋
造
山
帯
が
あ
り
、
メ
キ
シ
コ
中
央
高
原
や
オ
ア
ハ
カ

地
域
と
い
っ
た
山
々
が
連
な
る
壮
観
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
、
ア
ス
テ
カ
、
サ

ポ
テ
カ
と
い
っ
た
諸
文
明
が
栄
え
ま
し
た
。

一
方
、
メ
キ
シ
コ
湾
岸
に
は
低
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
オ
ル
メ
カ
文
明
が
栄
え
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
湾
と
カ
リ
ブ
海
の
間
に
は
、
海
に
突
き
出
る
よ
う
に
ユ
カ
タ
ン
半
島
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
南
に

は
グ
ア
テ
マ
ラ
と
ベ
リ
ー
ズ
と
い
う
国
が
あ
り
、
そ
の
国
土
の
大
半
は
熱
帯
雨
林
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

南
に
行
く
と
、
先
の
環
太
平
洋
造
山
帯
の
一
部
を
な
す
山
々
が
東
西
に
連
な
り
、
そ
れ
ら
を
越
え
る
と
太
平
洋
岸
に

出
ま
す
。
こ
の
ユ
カ
タ
ン
半
島
か
ら
太
平
洋
岸
に
ま
た
が
る
地
域
は
、
マ
ヤ
低
地
北
部
、
マ
ヤ
低
地
南
部
、
マ
ヤ
高

地
（
マ
ヤ
南
部
）
と
呼
ば
れ
、
マ
ヤ
文
明
が
栄
え
ま
し
た
。

メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
季
節
は
、
雨
季（
5
〜
10
月
）と
乾
季（
11
〜
4
月
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。
年
間
降
雨
量
が
2
5
0

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
地
域
か
ら
3
0
0
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
地
域
ま
で
あ
り
ま
す
。
熱
帯
お
よ
び

亜
熱
帯
気
候
に
属
す
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
暖
か
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
一
日
の
寒
暖
の
差
が
激
し
い

場
所
も
あ
り
、
5
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
々
に
は
雪
が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
中
央
高
原
、
オ
ア
ハ
カ
地
域
、
マ
ヤ
高
地
、
マ
ヤ
低
地
北
部
は
、
熱
帯
サ
バ
ン
ナ
や
ス
テ
ッ
プ
の
半
乾

燥
地
帯
で
す
。
メ
キ
シ
コ
中
央
高
原
は
海
抜
約
2
2
0
0
メ
ー
ト
ル
、オ
ア
ハ
カ
地
域
は
海
抜
約
1
5
0
0
メ
ー
ト

ル
に
位
置
し
、
や
や
冷
涼
で
降
雨
量
が
少
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ヤ
高
地
は
海
抜
が
8
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
マ

ツ
な
ど
の
針
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
高
地
で
は
、
黒
曜
石
や
ヒ
ス
イ
と
い
っ
た
資
源
が
豊
富
で
す
。

ま
た
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
神
聖
な
鳥
で
あ
る
ケ
ツ
ァ
ル
鳥
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
湾
岸
や
マ
ヤ
低
地
南
部
に
広
が
る
熱
帯
雨
林
は
生
物
の
宝
庫
で
、
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
、
ジ
ャ
ガ
ー
、
ク

モ
ザ
ル
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
マ
ヤ
低
地
北
部
は
平
坦
な
石
灰
岩
台
地
の
上
に
あ
り
、
海
抜
1
0
0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
と
こ
ろ
が
大
半
で

す
。
川
や
湖
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
地
下
水
や
雨
水
の
浸
食
で
石
灰
岩
台
地
が
陥
没
し
て
で
き
た
セ
ノ
ー
テ
と
呼

ば
れ
る
天
然
の
泉
や
、
バ
ホ
と
呼
ば
れ
る
自
然
の
く
ぼ
地
に
溜
ま
っ
た
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
湾
、
カ
リ
ブ
海
、
太
平
洋
に
面
し
た
地
域
の
多
く
は
高
温
多
湿
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
海
産
資
源
が
豊
富
な
だ
け
で
な
く
、
装
飾
品
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
貝
も
採
取
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
メ
キ
シ
コ

湾
や
カ
リ
ブ
海
沿
岸
は
良
質
な
塩
が
と
れ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
太
平
洋
岸
で
は
、
高
級
飲
料
の
原
料
と
し
て
重
宝

さ
れ
た
カ
カ
オ
や
衣
服
の
原
料
と
な
る
綿
の
栽
培
も
盛
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
み
て
い
く
よ
う
に
、
山
、
川
、
湖
、
海
、
空
と
い
っ
た
自
然
環
境
と
、
雷
雨
、
地
震
、
噴
火
、
干
ば
つ

な
ど
の
自
然
現
象
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
天
然
資
源
や
動
植
物
は
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
生
活
様
式
、
世
界
観

や
思
想
の
形
成
、
地
域
間
の
交
流
、
社
会
の
盛
衰
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
お
り
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
の
多
様
性

を
生
み
出
す
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
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⑨ジャガー	 権力の象徴として崇
められた神聖な動物。

⑩ケツァル鳥⑪コンゴウインコ		
神聖視され、羽根は装飾品にも
利用された色鮮やかな鳥。

⑫クモザル	 マヤ神話では人間誕
生の過程における失敗品として
描かれている。

⑬ワニやヘビなど水陸両用の爬虫
類	 異なる世界を行き来し、つ
なぐ生き物であった。

⑭七面鳥⑮イヌ	 家畜化されたこ
とがわかっている数少ない動物。

多様な自然環境がメソアメリカ文明の多様性を生んだ。そして自然環境は、古代の人々の世界
観の形成と密接に関わっている。山は地下界・地上界・天上界をつなぐ場所として神聖視され、
熱帯雨林に広がるセイバの木は世界の中心にそびえ立つ世界樹であった。水は生命の源であり、
水に関わるさまざまな儀礼がおこなわれ、洞窟は地下界を意味した。

多様な自然環境の中で育まれた文明02

気候地図（Evans 2008: 49 をもとに作成）

①	メキシコ中央高原にあるゴルド山とテオ
ティワカン（手前）	

	 山は地下界・地上界・天上界をつなぐ聖な
る場所であった。

②	モンテ・アルバン遺跡からオアハカ盆地を
望む	

③	メキシコ湾岸のサン・ロレンソ遺跡周辺	 ④マヤ低地北部の石灰岩台地とカリブ海	（トゥルム遺跡）	
⑤	天然の泉、セノーテ	（チチェン・イツァ遺跡）	メキシコ中央高原

メキシコ湾岸 マヤ低地北部

マヤ低地南部

マヤ高地（マヤ南部）

オアハカ地域

⑥	マヤ低地南部の熱帯雨
林（中央の白くみえる
のがカラクムル遺跡の
神殿ピラミッド）	

⑦	セイバの木	
	 世界の中心にそびえ立

つ世界樹とされた。

⑧	マヤ高地（マヤ南部）のアティトラン湖	
	 水に関わるさまざまな儀礼がとりおこなわれた。

TOPIC 動物　身のまわりの動物もまた、世界観と密接に関連していた。

③③ ④④ ⑤⑤

⑨⑨ ⑩⑩ ⑪⑪ ⑫⑫ ⑬⑬ ⑮⑮⑭⑭


